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教育環境の変化

 新型コロナ禍の中学入試

 大学入試改革が実施へ

 小・中学校の新学習指導要領施行へ

 在籍の変化 来春から在籍増へ

 インフラの整備とソサエティ5.0の世界に

 オリ・パラで盛り上がったSDGs

新しい教育の模索



令和４年度小学6年生について

⚫少子化はいよいよ進行 出生 107万1千

小６ 106万2千（前年106万4千）

3年出生83万2千人 死亡144万

⚫現行の学習指導要領は

小学校 令和2年度、中学校3年度、高校4年度から

学習指導要領の改訂の目玉
道徳教育の教科化，英語の授業を拡大
グローバル，ＩＣＴ教育

新学習指導要録
評定 1 知識・理解

2 思考・判断・表現
3 主体的に学習に取り組む態度

少子高齢化



小・中学校 学習指導要領の改訂

☆ 授業は
小学校４５分が１単位時間 年間３５週
中学校５０分が１単位時間 年間３５週
高校は５０分が１単位 年間３５週
☆ AL授業への転換
☆ 英語教育の変化
小3から開始、小5では授業
授業とは、①教科書 ②要録への評定 ③教員免許
小5・6で６００~７００語 中学で１６００~１８００語
高校で１８００~２５００語
現行 中学１２００語 高校１８００語
読む、書く、聞く、話すへ



埼玉県内私立中学校の推移
設立年度 校 名 私立中学校定員
・ それ以前 聖望学園 浦和ルーテル 秀明 自由の森 約500 埼大附属
⚫ 平成４年 栄東 城西川越 約700
⚫ 平成５年 西武文理 約800
⚫ 平成９年 埼玉平成 開智 約1100
⚫ 平成１２年 立教新座 埼玉栄 星野学園 約1500
⚫ 平成１３年 獨協埼玉 約1700
⚫ 平成１４年 城北埼玉 約1900
⚫ 平成１５年 浦和明の星 大妻嵐山 春日部共栄 約2100 伊奈学園
⚫ 平成１６年 約2100
⚫ 平成１７年 大宮開成 淑徳与野 浦和実業 約2500
⚫ 平成１８年 本庄東 約2600
⚫ 平成１９年 約2600 市立浦和
⚫ 平成２１年 東京農大第約三 約2900
⚫ 平成２２年 昌平 約3000
⚫ 平成２３年 開智未来 3265
⚫ 平成２４年 西武台新座 3385
⚫ 平成２５年 武南，狭山ヶ丘，国際学院，東京成徳深谷 3695
⚫ 平成２８年 本庄第一 3888
⚫ 平成３１年 細田学園 約4170 大宮国際
⚫ 令和 ３年 約4250 川口市立
⚫ 令和 ６年 開智所沢(仮称) 約4600



埼玉県 在籍の変化と私立中学校の発展

令和3年度公立小学校６年生在籍 ６万2173人

公立中学校入学者 5万8272人

約3，901人が転出 全県平均6.3％(前年6.1％)

これ以外に 大宮国際・市立浦和・川口市立

転出者が多い市町村
①和光11.3％ ②蕨10.4％ ③戸田10.0％ ④志木9.7％
⑤さいたま市9.3％ ⑥所沢8.7% ⑦川口8.7％
⑧朝霞8.2％ ⑨八潮7.7％ ⑩三郷7.6％ ⑪新座6.4%など
人数では さいたま市1094+240 川口市443+80

私立中学 約３７００人
国・県・市立 約５００人

令和4年度

小学校６年生 ６万2000人



小学校卒業時に選べる「５つの進路」

中学受験の準備をす
ることで、子供の進路
の選択肢を広げられる



公立中高一貫校に合格する子どもはわずか

思考力

く

2022年入試/公立中高一貫校の
入試(適性検査)状況《※埼玉県》

●志願者 18,782名（2,168名）

●受検者 18,106名（2,131名）
●合格者 4,080名（ 400名）

●不合格者 14,026名（1,731名)

8



公立一貫校入試の入試
・適性検査A 複数の文章を読み取る力や自分の意見を

表現する力をみる（読解＋作文440字）
・適性検査B 図、資料を読み取る力、読み取った情報を

考察し、課題を総合的に解決する力をみる

（総合・算理社）
・適性検査C 複数のデータを客観的に分析し、数的処理

を通じて論理的に考察する力をみる（総合・算理）
・適性検査D 資料や文章などを読み取る力や自分の意

見を表現する力をみる（読解＋作文350字、総合・社）
・適性検査E 日常の経験や学習を通じて身につけたこと

を活用し、的確に判断する力や結論を導き出す力をみ

る問題（総合・生活）



令和４年度の県内一貫校の現状

・ 伊奈学園 CD型

・ 浦和市立 CDE型

・ 大宮国際中等 CDE型

・ 川口市立 CDE型

受験433人 一次合格196人 二次受験159 合格80人 4.9倍

受験612人 一次合格240人 二次受験240 合格80人

受験生の減少傾向もレベルは上昇

受験生の減少傾向、レベルは上昇

受験680人 一次合格400人 二次受験312 合格160人

受験生、レベルは安定

受験406人 一次合格186人 二次受験182 合格80人

受験生は減少、レベルは上昇



国・公立一貫校入試の注意事項
・入試は 適性検査型、教科横断方式

・報告書(調査書)を提出する

・適性検査・(面接)・報告書の組み合わせ
による選抜

・伊奈1/14、大宮国際1/15
市立浦和1/15予定・川口市立 未定

・繰り上げ合格あり 電話による



令和４年度入試 私立中学併願受験の勧め

入試日程は

埼玉１月１０日から

東京２月１日から

適性検査型採用校は

資質や総合力を評価

不利にはならない

２科・４科・英語型受験には

特別な対策が必要

公立一貫は

東京11校、埼玉4校、千葉3校 茨城13校



令和5年度入試 私立中学の動向
増加する適性検査型入試 東京

・足立、京華、京華女子、神田女子、聖学院、桜丘、上野学
園、駒込、成立学園、帝京、共栄学園 サレジアン国際他

・思考力検査 聖学院、東京成徳 桜丘

・PISA型 佼成学園女子、東京女子学園

・思考力型 十文字、かえつ有明、工学院大、淑徳巣鴨

・ポテンシャル 中村

・プレゼンテーション 大妻多摩、文京学院大

埼玉でも適性検査型は増加

・浦和実業学園、国際学院、埼玉平成、昌平、西武学園文理

聖望学園、東京成徳深谷、本庄第一、本庄東、他

・標準的学力重視型 城西川越

・探求 開智未来

・総合理科 東京農大第三



私立中の令和４年度入試から

適性検査型入試の受験者と合格者の一例から

募集 応募 受験 合格 受験日

桜丘 適性 若干 80 74 66 2/1

淑徳巣鴨 思考力 若干 117 93          28        2/2

成立学園 適性 若干 11       11          7        2/1

聖学院 思考力 15 34       33 19        2/1PM

駒込 適性 若干 267 259 190 2/1

東洋大京北 思考・表現 10 36 29 4 2/4

浦和実業 適性① 10 398 371 281 1/11

国際学院 適性 15 32 32           30        1/10

西武文理 適性 20     428     ***          321        1/16

埼玉１/10～ 東京2/1～ 実施解禁日



大学入試改革の日程等

１ 高校・大学教育と大学入試の一体改革

２７年に中教審答申、その後、文部科学省から通知

令和３年度（現高校２年生） から大学入試改革

4年度学習指導要領改訂へ 現中3入試改革2期へ

6年後には、新たな展開が 現小6入試改革3期へ

・アドミッションポリシーに基づき、多様な能力を多元的
に評価する個別選抜への転換

思考力・判断力・表現力を重視

アクティブラーニング、ＩＢの薦め

教科型・合教科・総合型のテスト

記述式・ＣＢＴ方式の検討



2024年以降の大学入試で問われる新たな学力観

思考力･判断力･表現力知識･技能 主体性･多様性･協働性



大学入試改革の内容１

知識・技能の習得は前提

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性・多様性・協働性

アクティブラーニングへの転換



大学入試改革の内容２

各大学の個別選抜

大学入学共通テストに加え

一般⇒一般選抜

AO入試⇒総合型選抜

推薦入試⇒学校推薦型入試

小論文・面接・集団討論・プレゼンテーショ
ン・調査書・活動報告書・その他を活用

口頭試問も必須化



中学入試とは

もともと 知識・理解・思考・記述・分
析の５つの力の検証

何より重要なことは 知識・理解

不易と流行を見極めること

加えて プレゼン能力・協働性
の育成も



首都圏模試
入試講演会

令和5年度 中高一貫校の入試の現状

《9月19日浦和実業学園会場》

ご清聴ありがとうございました

岩佐教育研究所 岩佐桂一


